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第７章（１）研究パートナーによる報告 

―アシスティブテクノロジー（AT）を有効に活用するための方策― 
 
 

Ⅰ 大阪府立茨木支援学校 
 

：茨木支援学校は，その特色である情報教育の推進を担い，児童生徒一人ひとりに応じたコンピ

ュータの入力方法，ICTに関する情報収集，支援機器の開発，フィティングなどを行ってきた。また，その

成果やノウハウについて，学校内外に情報提供を行ってきた。また，大阪支援教育コンピュータ研究会の事

務局活動や大阪支援教育研究会のICT活用プロジェクトとの連携を通し，大阪府内の諸学校へ児童生徒の実

態に応じたおもちゃの改造方法やICT活用に関する情報提供を行ってきた。 

研究体制として，本校の情報教育部と連携した茨木支援学校 ICT 研究会を発足させた。同研究会は校内

にとどまらず，大阪府内で ICT 活用の研究を行う上記の研究会と連携を図り，児童生徒の ICT 活用につい

ての研究および，教職員研修を行うことを目的としている。 

研究の成果として，ICTに関する学校現場の実態が明らかになり，学校現場が必要とするアシスティブ・

テクノロジーの活用に関する体系化ができると考える。それによって，個別の指導計画や個別の教育支援計

画へのアシスティブ・テクノロジーの活用についての項目を導入するために指針が明らかになり，学校現場

で必要な情報提供が可能になると考える。また，本校は肢体不自由と知的障がい併置校であるため，それぞ

れの側面から，アシスティブ・テクノロジーに関する検討が可能である（パートナー申請書より抜粋）。 
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「アシスティブテクノロジー（AT）を有効に活用するための方策」 

 

1980
(Mithaug & Hanawalt, 1978; Shelin & Klein, 1984; Parsons & Reid,1990; Reid & Parsons, 1991)

(Dattilo, 1986; Dattilo & 
Mirenda, 1987)

Kennedy & Haring,1993)
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electronic and information technology based Assistive Technology)
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第７章（２） 研究パートナーによる報告 
 
 

Ⅰ 京都府立城陽養護学校 
 
あらまし：重度重複障害のある児童生徒に対して，主体的な動きを引き出すために，遊びの指導や自立活

動の中で，VOCAを活用して選択する力を高める取組や，各種スイッチや個に応じた教材を使用して上肢を

随意的に動かす力を高める取組を行ってきた。対象児童は，小学部１年生の４月から実態を探りながら対象

児童に負担にならない範囲で取組を進めてきた。自発的に動かせる部位が右手の手首関節と親指をのぞく四

指であり，その動きを生かして棒スイッチでおもちゃ等を動かす取組を行っている。また，児童は入学前か

ら作業療法を受けている。パッド型のスイッチを使って言葉をVOCAに入力する取組を継続して行っている。 

本研究では，担当者を中心として，授業等，研究部や自立活動担当と連携した研究チームを基盤とし，情

報の共有を進める。全校および校外の支援者，他機関と連携して研究を進める。研究の成果として，重度重

複障害のある児童生徒の QOL の向上を目指した指導のより一層の充実，わずかな身体の動きを生かした支

援機器の工夫や，児童生徒の自己決定等の意思や意欲を高める指導に関する専門性の向上を通して，センタ

ー的機能の充実にも成果を生かすことが期待できる。 

なお，本校は病院隣接の学校であり，病院の専門家との連携を大切にしている。これら医療専門家のアド

バイスも積極的に生かして研究を充実させること，支援機器を，将来の自立を見通した，個別の指導計画や

教育課程に適切に位置付けることができると期待する（パートナー申請書より抜粋）。 
 
見出し語：脊髄性筋委縮症，QOL，スイッチ，プレゼンテーションソフト，ポジショニング，フィッテ

ィング，障害に基づく困難の改善，指導目標の達成 
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